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六次産業化、商品開発、地域食品、農産物、きのこ、特用林産物、

　JAあいら、第一工大、霧島市の3者による包括連携協定（2016 年 3月24日に締結）に基づき、
「地域の魅力を新商品開発でアピールする」ことを目的に、さまざまな新商品開発のプランニング、
ディレクション、プロモーション活動をおこなっている。

高大連携協定締結の国分中央高校、隼人工業高校とも連携し、市民、メディアを巻き込んだプ
ロモーション。霧島ガストロノミー推進協議会（副会長）として幅広いセクターとの連携が可能。
共同開発した商品は林野庁コンテスト大賞受賞など。「霧島さん家のグラノーラ」（2016）、
「Kirishima Tea Join 森の三姉妹シリーズ」（2018）。
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